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1１～３　『社会志林』第59巻第２号
（2012年９月号）
４（承前）
紀元743年（天平15年）10月辛巳（15日），聖武天皇は，次のような 詔
みことのり
を，発布した。
朕以
二
薄徳
一
恭承
二
大位
一
，志存
二
兼済
一
，勤撫
二
人物。雖
三
率土之浜巳霑
二
仁恕
一
，而普天之下未
レ
冾
二
法恩
一
。誠欲
下
頼
二
三宝之威霊
一
，乾坤相泰修
二
万代福業
一
，動植咸栄
上
。粤以天平十五年歳次癸未十
月十五日，発
二
菩薩大願
一
奉
レ
造
二
廬舎那仏金銅像一軀
一
。尽
二
國銅
一
而鋳
レ
像，削
二
大山
一
以構
レ
堂。広
及
二
法界
一
為
二
朕知識
一
，遂使
下
同蒙
二
利益
一
共致
中
菩提
上
。
夫有
二
天下之富
一
者朕也。有
二
天下之勢
一
者朕也。以
二
此富勢
一
，造
二
彼尊像
一
。事也易
レ
成，心也難
レ
至。
＊
朕，薄徳を以て，恭しく大位──皇位のこと─を承く。志兼
けん
済
せい
─万民を救済すること─に
存し，勤めて人物を橅す。率
そつ
土
と
の浜
ひん
─全国土─，已に仁恕に霑
うるお
ふと雖も，而も普天の下，未だ
法恩─仏教の功徳─に浴さず。誠に，三宝の威霊に頼りて，乾坤─天地のこと─相泰
やすら
かに，
万代の福業を修めて，動植咸
ことごと
く栄へむことを欲す。粤
ここ
に，天平十五年歳癸未に次
やど
る十月十五日を以
て，菩薩の大願─一切衆生と万物を救おうという願い─を発して，廬
る
舎
しゃ
那
な
仏
ぶつ
─華厳経・梵網
経に描かれている仏界の教主。庶那とも書き，光明遍く照らすという意味─の金銅像一軀を造り
奉る。国銅を尽して像を鎔
とか
し─造像のこと─，大山を削りて以て堂を構へ，広く法界に及ぼし
て，朕が知識─仏教用語としての「知識」は「友・仲間」を意味する。ここでは，心をあわせて
仏像を造り上げようとする人びと，を指す─と為す。遂に同じく利
り
益
やく
を蒙らしめ，共に菩提─
仏道の極み，悟り─を致さしめん。夫れ天下の富を有つ者は朕なり。天下の勢を有つ者も朕なり。
此の富勢を以て此の尊像を造る，事や成り易き，心や至り難き。
聖武天皇は，740年（天平十二年），河内の智識寺の廬舎那仏（後に触れるように，サンスクリ
ットの‘vairocana’の音写語なので，漢訳は多岐にわたり，本稿では，敢えて統一しない）を拝
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2んだ際に，いわゆる「大仏」の造立を思い立った。眼前に鎮座する廬舎那仏の尊顔に，天皇は，自
身の理想が具現されているかのように思われた，と伝えられている。そして，彼が，全国に国分寺，
国分尼寺を建立せよとの詔を出したのが，翌741年（天平十三年）のことであった。
諸国国分寺・国分尼寺は，幾内５ヶ国，東海道15ヶ国，東山道８ヶ国，北陸道７ヶ国，山陽道
８ヶ国，山陰道８ヶ国，南海道６ヶ国，および西海道９ヶ国２島，総計68ヶ所の建立が計画され
たのであるが，それぞれの建立は順調には進捗せず，国司の「怠慢」を叱咤し，郡司たちのさらな
る協力を求める詔が，何度も出されている。
大和（聖武天皇は，737年─天平九年─に，国号を「大
や ま と
倭国」から「大
や ま と
養徳国」と改めてお
り，時に，現在の奈良県に対応する「大和」に「大養徳」を当てている場合もある）の国分寺であ
り，同時に，日本全体の総国分寺に指定されたのは，金
こん
鐘
しゃ
寺
じ
であり，「大仏」造営の地も，ここに
定められた。この寺が，後に金光明寺と呼ばれるようになり，747年（天平十九年）になって，初
めて東大寺の名で呼ばれるに至った。
本稿における私の関心は，後に詳述することになる752年（天平勝宝四年）の「大仏」の開眼供
養のセレモニーの内容の検討にあり，直接的には，聖武天皇の治績それ自体に向けられてはいない。
けれども，724年（神亀元年），24歳の聖武天皇の即位から，756年（天平勝宝八年），同太上天皇
の病没に至るまでの日本の「国情」は，実に，惨憺たるものである。─瞥見するだけでも，度重
なる干魃，734年と745年の大地震，735年～７の天然痘の大流行，これらの天災・災厄に加えて，
729年の「長屋王の変」および740年の「藤原広嗣の乱」などの政情不安が相次ぎ，聖武天皇の父，
文武が開いた「律令国家」への途（702年，「大宝律令」施行）の具体化は，多難そのものであっ
た─。
さて，『続日本紀』巻十八，孝謙天皇，の項に，つぎのような記述がある。
（天平勝宝四年）夏四月乙酉。廬舎那大仏，像成
テ
，始
テ
開眼
ス
，是
ノ
日行
二
一幸東大寺
一二
，天皇親
カラ
率
二
文武百官
一ヲ
，設斎大会ス，其儀一二同二シ元日一二，五位已上ハ者著二シ礼服一ヲ，六位已下ハ者当色
ナリ，請二ス僧一万一ヲ，既二シテ而雅楽寮及ヒ諸寺，種々，音楽並二咸ク来ク集ル，復タ有二リ王臣諸氏，五節，
久米儛，楯伏，踏歌，袍袴等，哥儛
一
，東西ヨリ発シテ声，分レテ庭ヲ而奏ス，所レ，作ス奇偉不可二ラ勝テ
記
一ス
，仏法東帰ヨリ，斎会之儀，未二タ嘗テ有二ラ如レク此，之盛カレハ也，是夕，天皇還二一御シテ大納言藤
原ノ朝臣仲麻呂カ田村第
二
一ノ
以テ為二ス御在所一卜。＊＊
これは，九年前の「大仏」鋳造の 詔
みことのり
と対比して言うならば，要するに，書記官僚の記録
4 4
である。
前者は，聖武天皇の《発話行為》にもとづいており，なにはともあれ，天皇の廬舎那仏金銅像を建
立しようとする「志」を運んでいたけれども，後者は，良く言えば淡々とした記述であり，悪く言
えば，ブッキッシュな，「事務方」の記録文書であるだろう。
たとえば，中段の「五
ご
節
せち
」とは，本来，遅
4
・速
4
・本
4
・末
4
および中声
4 4
という５種類の声調に合わせ
て行なわれた朝廷の新嘗祭，大嘗祭の少女舞を指しており，舞姫五人でこれを奏したものであった。
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また，「久米儛」とは，神武天皇が久米部を率いて兵士たちを慰撫し，鼓舞した御製と伝えられる
久米歌
4 4 4
に連接する舞であり，「踏
とう
歌
か
」は，周知のように，足を踏みならして歌い，舞う，集団舞踏
のことであるけれども，もともと，隋，唐の民間行事に由来しており，日本に移入されてから，古
代以来，「歌
うた
垣
がき
」と結びついて，朝廷で，行われていた。元来，歌に巧みな男女を召して，年始の
祝詞を歌い，舞わせたもので，「男踏歌」と「女踏歌」があり，当初は，歌曲の内容も唐詩であっ
たが，やがて，「催馬楽」の曲も用いるようになり，一曲の終りに，「万
よろずよ
年阿
あ
良
ら
令
れ
」と唱えながら，
足早に，走り退くことから，「あらればしり」とも呼ばれるようになった。
しかし，『続日本紀』第十八，孝謙天皇，における前記の「大仏」開眼の「ディスクール」から
は，私が今いくつかの注釈を加えた事柄を重ね合わせたところから起
た
ち顕
あら
われるところの具体的な
《イメージ》が，湧いてこない。私たちのコミュニケーション行為─《癸話行為》と置き代えて
もよいであろう─のなかで，《記号》は，なんらかの具体的な《イメージ》─それは，フラン
ス語の‘image’がきわめて豊かに含意しているように，「姿」・「形」であり，「心像」・「表象」で
あり，そして，「映像」である─を沸き立たせつつ，「送り手」と「受け手」とのあいだの，ひと
つの「時間」的・「空間」的限定のもとでの，《豊かな関係》を生み出す可能性を，有するものだ。
したがって，上掲の「大仏」開眼の「ディスクール」は，まさしく，官僚の記録文書
4 4 4 4
として，この
《豊かな関係》への途を，みずから鎖してしまっているものである。
さて，和辻哲郎は，「大仏開眼供養の記事には舞台の記述がまるでないが，貞観三年（紀元862
年─補注，田中─）の開眼供養記はかなり具体的にその構造をしるしている。この開眼供養は
大仏の頭が地に堕ちたのを修繕した時のことで，最初の開眼供養からすでに百年以上の年月を経た
のちである。その間に文化一般の非常な変遷があり，それに伴って音楽の大改革もあった。従って
この際の記述をもって直ちに天平時代の光景を推測することはできない。しかし幾分の参考にはな
るであろう」という留保を記した上で，次の三点について，述べている。
＊＊＊
第一に，舞台は，戸外
4 4
に設けられた。すなわち，大仏殿の前の広場に設けられたのであり，この
点は，天平時代にも同様であった，と思われる。楽人たちが左右に分かれて堂前に立ったという記
述から，そのように推測されるのである。
第二に，舞台は，木造の高壇であった。方八丈，周囲に高欄をめぐらし，四面に額を懸ける。舞
台の上，東西には宝樹八株ずつを植え，その傍
かたわ
らに，礼盤一基ずつを据える。その他に，玉幡を懸
ける高座二基，高さ三丈三尺の 一基などが，舞台のすぐ近くに設けられていたようである。
また，この主舞台とは別に，広さ二丈，長さ四丈の小舞台が，大殿の中層南面に造られた。これ
らの構造が天平時代にも存在したか否かは疑わしく，すくなくとも開眼供養の際には，前述の「踏
歌」の類は，直
じか
に庭の上で演じられたのであろう。『続日本紀』に「東西発声，分庭而奏」という
上記した部分が見出せる，からである。
第三に，舞台の他に，さらに，幄（天幕）が設けられた。貞観の時には，東西三宇ずつで，そこ
が楽人・勅使・諸大夫などの席となっている。天平の場合には，開眼師菩提僧正以下の講師，読師
4が輿に乗って，白蓋をさして入り来たり，「堂幄」に着すと，記されている。また，衆僧，沙弥南
門より参入して，「東西北幄」に着す，とある。貞観の時には，東・西・南の歩廊および軒廊に千
僧の席が設けられたのであるが，天平の場合には，未だ歩廊ができていなかったので，それだけ多
くの幄舎の設営が必要になったのであろう。
私が注目するのは，このような前提的な確認の上で，和辻が次のような《イメージ》を繰り広げ
る点，である。彼は，このように，書いている。
「これらの設備を含む大仏殿前の広場は，濃い単色の衣を着飾った天平の群集によって取り巻か
れた。僧尼の数は一万数百人としるされているが，他に数千の官人も参集したであろうし，また一
般の民衆も，たとい式場にはいることはできなかったにしても
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，この大供養の見物に集まって来な
かったはずはない。そこで華やかな衣の色が一面に地を埋め，東大寺の伽藍はこの色の海の上に浮
4 4 4 4 4 4 4 4 4
いていた
4 4 4 4
ことになる。」（圏点は田中）
＊＊＊＊
私たちは，東大寺大仏殿の正面の柱が，現在は八本であるけれども，天平，貞観の時代には十二
本も立っており，正面ファサードの大きさは今日のそれのほとんど倍近いものであったという事実
を，想起しなければならない。しかも，この堂に対して，中門の外側の左右には，三百二十尺の高
塔が立っているのであった。和辻は，こうして，彼自身の‘imagination’の力を藉
か
りて，「この雄
大な建築と，数知れぬ人の波との上に，うららかな初夏の太陽が，その恵み深い光と熱とを注いで
いたのである」と，描写するのである。
よく知られているように，和辻哲郎は，旧制姫路中学から一高を経て東京大学哲学科の学生とな
る少年・青年の時代には，夏目漱石に傾倒する「文学青年」であり，東大では谷崎潤一郎たちと第
二次『新思潮』を発刊し，大学卒業後も，一時，小山内　薫の新劇運動に参加していた。今，その
一端に触れてきた『古寺巡礼』は，大正八年（1919年）に出版されたものであり，その序文には，
著者みずから「この書は大正六年の五月，二三の友人とともに奈良付近の古寺を見物したときの印
象記である」と，記している。和辻は，二十八歳の時の旅行の印象を三十歳の「節目」で世に問う
ているのであり，この書物の公刊を境として，「文学青年」の途から，倫理学，倫理思想史のそれ
へと，自己の辿るべき方途を変えつつ，固めて行った，と言っていよいであろう。
あらためて言えば，廬舎那「大仏」開眼会は，天平勝宝四年（752年）四月九日に，挙行された。
私たちは，さまざまな史・資料の制約の下で，「私的な」印象にもとづく‘imagination’によって
開眼会を描写した和辻の場合と大きく異なって，今日では，東大寺の「公的な」記録である『東大
寺要録』その他の史・資料に依拠して，その全貌を知ることができる。
儀式次第は，基本的に，正月元日に大極殿で行われる「朝賀の儀」に準じて，執り行われた。ま
ず，招待された複位以上の僧侶たちが，秦
はたの
　首
お び と ま ろ
麻呂（玄蕃頭）と県
あがたいぬがいのこまろ
犬養古麻呂（右中弁）の引導に
よって，南門から入場し，左右に分かれてそれぞれ所定の位置に座した。その数，1,026人である。
次いで，輿に集り，白い天蓋を捧げられた「開眼師」，菩提僧正が，下賀茂角
つのたり
足（左兵衛率
かみ
）と
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阿倍嶋麻呂（右中弁）の引導によって東門から，同じく輿に乗り天蓋を捧げられた「講師」，隆尊
律師が，橘奈良麻呂（参議）と大伴古
こ し び
慈斐の引導によって西門から，さらに，同様に輿に乗った
「読師」，延福法師が，藤原八
や
束
つか
（参議）と石川麻呂の引導によって東門から，それぞれ入場し，堂
前の幄舎に着座した。
「開眼」の声が上がると，菩提僧正が仏前に進み，大振りの筆を執って，廬舎那「大仏」の《眼》
に墨を入れた。今日，正倉院に「天平宝物筆」と呼ばれる管の長さ，56,6㎝の大きな筆が残されて
いるけれども，これには「文治元年（1185年─補注，田中─）八月廿八日開眼　法皇用之　
天平筆」という刻銘があり，この大筆自体は，鎌倉再興の「大仏」の開眼会の際に，後白河法皇が
用いたもののようである。
私がもっとも重要視しているのは，「開眼」の作法に続いて実施された華厳経の講讃法要である。
その内容は，前記した「講師」隆導と「読師」延福を中心に展開された《声
しょうみょう
明》に，ほかならない。
二人の講読師に主導されて，まず，式衆の十僧が長く「唄
ばい
」を唱えて，参列者たちの心を静め，次
に，同じく十僧が「散
さん
華
げ
」を唱え，花を散じて〈悪鬼〉を退散させる。その次に，二百人の僧が
「梵
ぼんのん
音」を唱えて三宝を供養し，最後に，やはり，二百僧が「錫
しゃくじょう
杖」を唱えて，節目に錫杖を振っ
た。これら四つの《声明》をまとめて「四箇法要」と言うのであるけれども，ともかく多数の僧侶
たちの唱える声高らかな《声明》の響きが，「大仏」殿の広い前庭に流れ，広がって行ったのであ
る。
これら四つの《声明》の意味について，後にやゝ詳しく触れることとして，それと同じように重
要視されなければならないのが，慶讃行事としての「楽舞」であるだろう。前記した『続日本紀』
にもその内容が列挙されていたけれども，ここでは，『東大寺要録』に従って，もう少し具体的に
検証しておきたいと思う。
＊＊＊＊＊
初めに，「度
ど
羅
ら
楽」と呼ばれる大人数での楽舞を，大安寺・薬師寺・元興寺・興福寺の楽人たち
が奏しつゝ行進し，二反廻ってから，左右に分かれて堂前に立った。左大臣以下，「撃鼓」の十六
人も，一斉に鼓を打ち終って，着座する。時の権力者のひとり，官人の最高位である左大臣の地位
にあった橘　諸兄が，みずから，この「撃鼓」の隊の指揮を，執っていた─彼は，この時，69
歳であった─。
続く「伎楽」─「妓楽」─は，治部卿の船
ふね
王をはじめとする四人の楽頭の指揮の下，四楽隊
編成による大規模なもので，「仮面」をかぶった獅子・獅子児・治
ち
道
どう
・呉公・金剛・迦
か る ら
楼羅・
崑
こんろん
崙・呉女・力士・波羅門・太
たい
孤
こ
父
ふ
・太孤児・酔
すい
胡
こ
王
おう
・酔胡従の面々が，ぞろぞろと面白おかしく
行進しながら登場し，正面の舞台で，さまざまな演技を繰り広げた。それらは，笛と鼓の伴奏だけ
の「無言劇」であり，緩と急，滑稽と卑猥，厳粛と敬虔の要素をないまぜにしながら，演技を盛り
上げるものであった。
さらに，「歌舞」の演目次第をたどるならば，以下のようになる。
①大
おお
歌
うた
女
め
，大御儛（30人）
②久米儛（大伴，20人，佐伯，20人）
6③楯伏舞（40人，その内訳けは，檜前忌寸20人，土師宿禰20人）
④ 女
おんなあやのあらればしり
漢 蹋 歌 （120人，曲目は「立天平」・「大平」）
⑤跳
とぶ
子
こ
名
な
（100人）
⑥唐
とう
古
こ
楽
がく
（一舞）
⑦唐
とう
散
さん
楽
がく
（一舞）
⑧林
りん
邑
ゆう
楽
がく
（一舞）
⑨高
こう
麗
らい
楽
がく
（一舞）
⑩唐中楽（一舞）
⑪唐
とう
女
にょ
儛
まい
（一儛）（施一祀か？──袴20人）
⑫高麗楽（三儛）
⑬高
こ
麗
ま
女
にょ
楽
がく
私たちは，このような「楽舞」の内容のうちに，さまざまな渡米人を通じての，唐・ベトナム，
（とくにベトナム僧仏哲のもたらした「菩薩」・「抜頭」などの雅楽の舞は重要である），高句麗など，
当代の東アジア・南アジア，さらには遠く「西域」からの，《文化》の流入の痕跡・表象を，見出
すこととなるのである。
＊　　　　　黒板勝美編，「続日本紀」，改訂増補『国史大系』，第二巻（1935年，吉川弘文館），
175頁。
＊＊　　　　黒板勝美編，同上書，213−4頁。
＊＊＊　　　和辻哲郎『古寺巡礼』，『全集』，第二巻（1961年，岩波書店），62頁。
＊＊＊＊　　和辻哲郎，同上書，62−3頁。
＊＊＊＊＊　森本公誠『聖武天皇─責めはわれ一
ひ と り
人にあり─』（2010年，講談社）。とくに，
第十章，「廬舎那大仏造立へ向けて」と第十一章，「大仏造立を諦めず」，および，
第十四章，「廬舎那大仏開眼会の盛儀」，を参照。
５
盧舎那「大仏」開眼会を主導した菩提─菩
ぼ
提
だい
遷
せん
那
な
─という人は，私の眼から見ると，「たい
へんな（superb）人」である。彼は，南インド出身のインド人の僧，ボーディセーナであり，「バ
ラモン」の出身でありながら，仏教徒となり，インドで修行を重ねるうちに，かつて，パルティア
（Parthia）の王子であった安
あん
世
せい
高
こう
や中央アジア出身の支
し
婁
る
迦
か
讖
せん
などが中国に赴
おもむ
いて仏典を漢訳し，
仏法を広めた事跡に感動し，みずからもヒンドゥークシュ山脈を越え，中央アジアを経て，中国に
来ていたのであった。聖武天皇は，天平四年（732年），即位後初めて，遣唐使の派遣を決意し，多
た
治
じ
比
ひの
広
ひろ
成
なり
を大使として，朝賀使，留学僧などの傔従590人を，四隻の遣唐使船に分乗させて，同五
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年四月に難波津から出発させた。多くの苦難に遭いながらも，一行は，４ヶ月の舟行の末に，蘇州
にたどり着き，翌天平六年─中国側の年号では，開元二十二年─（734年），多治比広成たちは，
玄宗皇帝に会うことができた。この際に，広成ならびに留学僧，理鏡から，伝戒師僧として日本に
渡来するよう依頼されて，菩提は，これを承諾し，来日したのである。日本に来てからは，官大寺
の首座を占めていた大安寺に定住して，主として『華厳経』の普及に努めた。
なお，中納言であった多治比広成は，もともと文武天皇─すなわち，聖武天皇の父親─の左
大臣であった多治比　嶋
しま
の息子であり，即位後の聖武を支える当代の政治の世界の重要な人物のひ
とりであったが，上記した玄宗皇帝の謁
えっけん
見を無事に済ませたあとで，洛陽の南郊に所在する龍門の
石窟寺院を訪れ，巨大な廬舎那仏が鎮座する奉先寺を，拝している。
菩提は，天平八年（736年）に来日し，前述の大安寺の中院に住むこととなったが，この時，三
十三歳であった。したがって，彼が開眼師として主導した「大仏」開眼会の祭には，四十九歳の
堂々たる僧正となっていたのである。
それにしても，パルティア（Parthia）とは，奈辺の地域を指すのであろうか？『広辞苑』（第六
版）には，①古代西アジアの王国。イラン系遊牧民の族長アルサケスが，紀元前三世紀中葉，セレ
ウコス朝の衰微に乗じて，カスピ海の南東岸地方に拠って独立。二二六年（一説に，二二四年），
ササン朝に滅ぼされた。中国の史書では，安息国と記す。②紀元前一世紀～紀元一世紀頃，現在の
アフガニスタン南部・東部，パキスタンを支配していた王朝，と二つの内容を記しているけれども，
ここでは，①のイメージ─とくに「安息国」─でとらえておくことにしたい。紀元前二世紀頃
には，チグリス・ユーフラテス河流域のメソポタミアから，今日のイラン，アフガニスタン北部に
至る版図を有し，さらに，紀元後二世紀の段階では，やゝ東に重心を移して，イランから中央アジ
ア南部，アフガニスタンに及ぶ地域を，支配していた。私たちは，パルティアの版図の東南端にあ
たる地域が，もともと─すなわち，パルティアの建国以前─，アレキサンダー大王のインドへ
の遠征路であった事実（この遠征によって，上記したセレウコス朝は衰微したのであった），その
版図の東北端が，パミール高原を含み，いわゆる「シルクロード（絹の道）」の南側ルートである
「西域南道」が通過する地域を含んでいた事実─より具体的に言えば，この地域の南端にカンダ
ハルがあり，同様にして，北端がサマルカンドであり，域内の主要都市のひとつ，バクトラ（バル
フ）は，まさしく「西域南道」ともうひとつの「シルクロード」である「天山南路」（別名「西域
北道」）の《合流点》であった事実，を想起しなければならないのである。
バクトラ（バルフ）に発する「西域南道」は，パミール高原を抜けると，タクラマカン砂漠の南
側をかすめるようにして東行し，敦煌に達している。また，同じように，バクトラに発する「天山
南路」（すなわち，「西域北道」）は，パミール高原の北端の疏勒（カシュガル）から楼蘭（ローラ
ン）を経て，やはり，敦煌に達するのである。その先は，もう万里の長城が延々と続く，中国の版
図であった。
C.O.D（The Concise Oxford Dictionary）は，‘Hindu’の項を，次のように記している。
8①　AryanofN.(orth)Indiawhoalso,anyonewhoprofessesHinduism.
②　adj.Ofthehindus,thatisa～:(loosaly)Indian.
Skr.(Sanskrit).Shindha=river(esp.theIndus).
　他方，同じC.O.Dは，‘Buddha’について，次のように，説明するのである。
n.(oun)TheEnlightened,titleofsuccessiveteacherspast&futureoftheAsiaticreligion.～ism:
n.(oun)butappliedesp.toSakyamuni,Gautama,orSiddartha(5thc.B.C,inN.corth)India.
Skr(Sanskrit)p.p.ofbudh=awake.
＊
周知のように，インドには，ヒンドゥー教，仏教の他に，イスラム教，ジャイナ教，シク教，バ
ラモン教などの諸宗教が存在し，「カースト」制度とからみあって，その宗教事情は複雑である。
それぞれの宗教の生成（もしくは流入）の年代から見れば，西アジアから流入したイスラム教の場
合を除いて，紀元前十世紀頃に成立したバラモン教（最上位のカーストである司祭者階級を基盤と
し，祭儀を重視する），紀元前六～五世紀に成立したジャイナ教（商人を中心とするカーストであ
るヴァイシャに支持され，修業による解脱を強調する），紀元前五世紀頃に成立した仏教（主に，
王族，武士を中心とするクシャトリアのカーストを基盤として，反「カースト」・反「部族」の立
場をとる），紀元前後に生成したヒンドゥー教（農村を中心に浸透し，シヴァ神─破壊と創造の
神─とヴィシュヌ神─安定と維持の神─への信仰を基軸とする），および紀元十六世紀に成
立したシク教（イスラム教を部分的に導入した，ヒンドゥー教からの分派）などの混在というかた
ちになるけれども，現代のインドの総人口に占める諸宗教の分布ということになると。ヒンドゥー
教の信者が83％の多数を占め，次いで，イスラム教のそれが11％であり，その次が仏教の信者，
１％となっており，ヒンドゥー教の存在が圧倒的である。
サンスクリット（Sanskrit）は，「梵語」（Brahmā）とも呼ばれ，古代インドのアーリア民族の
「文語」・「雅語」である。「梵語」の‘Brahmā’は，バラモン教の最高原理である「ブラフマン」
（Brahman）─万物の構成原理であり，「梵天」とも称される─に由来し，‘Brahman’が生み
出し，用いていた言葉という意味を，体現している。
そして，あらためて言うならば，ヒンドゥー教の語源であるサンスクリットの‘Shindhu’は，
前記したように，英語の‘river’であり，とくにインダス河
4 4 4 4 4
を指していた。これに対して，仏教
の語源であるサンスクリット‘budh’（そのp.p.，すなわちpastparticiple＝過去分詞）は，同様に，
前記してあるように，英語の‘awake’であり，その過去分詞‘awaken’であった。私たちは，
この‘awake’が「悟り」─「覚り」であり，「覚醒」である─を意味し，その過去分詞
‘awaken’こそが「悟りをひらいた」─すなわち，「解脱」から「菩薩」への途をたどり，修行
した──という意味であることを，知るのである。
私は，前者─‘Shindhu’─が帯びている《意味》の「直接性」と後者─‘badh’─が
内包している《意味》の「間接性」（より正確に言うならば，「超越性」）との落差，差異，は，重
要であると思う。‘Shindhu’は，前述のように，‘河・川’であり，とくにインダス河を指してい
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たが，直ちに想起されるように，ブッダガヤやベナレスは広い意味でガンジス河の周辺であり，後
に触れる「聖なる山」カイラス（6714メートル）はブラマプトラ
4 4 4 4 4 4
河（Brahmapatraという名称には，
‘Brahman’が包摂されている）の源流に聳え立っているのであり，‘河・川’の実体を成す《水》
こそが「万物生成の原理」であることを，直接的かつ具体的に，‘signify’している。
これに対して，‘budh’が‘signify’する「悟り」─「覚り」であり，「覚醒」─は，言う
までもなく，‘Brahman’と‘ātman’との同一─《梵我一如》─の境位を照射しているので
あるが，人びとの日常的な生活と意識の地平からすれば，文字通り，直接性と具体性に欠けており，
判り難い。
別の言い方をすれば，ヒンドゥー教の教義は，直接的で，理解しやすいので，インドの現代社会
において，83％もの人びとの生活に浸透しているのであり，他方，仏教のそれは，その教義自体が，
人びとの日常性における生活と意識とを「対自化（対象化）」し，《超越》することを要求し，その
ことによって，「万物の構成原理」である‘Brahman’と人びとの「自我」であり，「心・身」であ
るところの‘ātman’との《関係》の組み替え
4 4 4 4
─《脱構築》─の作業（すなわち，「修行」）を
課すがゆえに，同じく，インドの現代社会において，１％の人びとの生活にしか浸透していないの
であろう。
おそらく，この点については，その宗教の成立の始祖を持たないヒンドゥー教とゴータマ＝シッ
ダールタ（Sanskritでは，´Sākyamuni）という始祖を有する仏教との，成立の事情の差異も，影響
していると思われる。
私は，仏教学を詳
つまび
らかにするものではないけれども，‘Brahman’と‘ātman’の《梵我一如》
について，ゴータマ＝シッダールタ（釈迦牟尼）は，その境位へと至るためのさまざまな方途の可
能性を提示してはいるが，なにか唯一無二の，絶対的な途を示しているわけではないように，思わ
れてしかたがない。だからこそ，インド，中国，日本その他の諸地域で，仏教の教派と集団が，そ
れこそ「百家争鳴」のごとく，夥しく生成し，消滅して行ったのであろう。
私たちは，聖武天皇の廬舎那「大仏」の開眼会を主導したインド人の僧，菩提とのかかわりにお
いて，当代の日本に移入させられつゝあった「仏教」の内容と意味とについて考察を重ねて来てい
るわけであるが，その文脈で，もうひとつ検討しておかなければならないのは，当代の「仏教」と
「道教」の関連である。
Longman Modern English Dictionaryは，‘Taoism’について，次のように記述する。
‘aChinesereligionfounded(6thc.B.C.)byLao-tzu.ClassicTaoismisbasedontheconceptof
Tao,theuniversalforceharmonisingnature.Toachieveharmony,manshouldidentifyhimselfwish
thebasicspiritofnaturebycontemplation.ThisphilosophicTaoism, intluencedbyBuddhismand
Confucianism,evolved(.5thc.)intoapantheisticreligionofheroworshipandmagicalandmystical
rites,withmonasticorders.
＊＊
’
言うまでもなく，道教は，老子（上出の‘Lao-tzu’）と荘子（正しくは，荘周）のいわゆる「老
10
荘思想」に由来するけれども，ここで，とくに留意されなければならないのは，まさしく聖武天皇
と菩提僧正の時代の，「中国」の支配者であった唐の王室が，その皇統の姓が老子と同じ李
4
であっ
たことから，道教を同族の宗教と位置づけ，特別に保護し，ほとんど国家的宗教の地位を与えてい
たから，である。ちなみに，唐の初代皇帝，高祖は李　淵（在位618−26年）であり，その後を継
いだ太宗は李世民であり，菩提に直接の関連を有する玄宗は，李隆基（在位712−56年）であった。
前掲のLongman Modern English Dictionaryにおける説明のなかの‘heroworship’とは「太上老
君」から「元始天尊」に至る〈神々〉の偶像化─時に，〈神仙化〉─であり，‘magicaland
mysticalrites’は，よく知られているように，「陰陽道」と水
4
・金
4
・地
4
（土）・火
4
・木
4
という五つの
元素に宇宙の諸現象を還元する「五行説」を，指している。前者の〈神々〉の偶像化はともかくと
しても，後者は，「陰陽五行説」の諸祭儀として，宮中から庶民の生活に至るまで，日本でも，広
く浸透して行った。これに反して，同じく，英文の説明のなか，上段の方に述べられている‘the
universalforceharmonîzingnature’の契機は，中国では，李白（701−62年）や杜甫（712−70）
の詩文を生み，王維（701頃−61）の山水画を生んだけれども，日本では，西行（1118−90），明
恵（1173−1232）から，現代の種田山頭火（1882−1940）に至るまで，どちらかと言えば〈脱俗〉
の伏流の位置に追いやられ，大多数の庶民の生活と意識は，むしろ，当代の「斑田収授法」の制定
以降，重い「賦役」・「課役」を生む〈労働〉の過程以外のなにものでもなかった。
あらためて，廬舎那「大仏」開眼会にたちもどるならば，開眼会の前年─天平勝宝三年（751
年）─，孝謙天皇（聖武天皇の第二皇女，母は光明皇后）が，この「大仏」開眼会を準備するた
めに発布した僧綱の体制は，これまで言及してきた菩提を僧正に，良弁を少僧部に，道
どうせん
璿と隆尊の
二人を律師，とするものであった。これら四人の僧侶が，実質的に，「大仏」開眼会を主導したの
である。
そして，菩提は，既述のように，南インド出身のボーディセーナ──私たちは，ゴータマ＝シッ
ダルタの前生時代の修行者名が「ボーディサッタ」であり，漢訳経典では「菩提薩埵」と音写され
ていたことを，想起することができるであろう─であり，みずから，ヒンドゥークシュ山脈を越
え，中央アジアを経由して，中国に来ていたのであって，遣唐使，多治比広成等の懇請を容れて，
日本へ渡来した人物であった。
良弁は，近江（もしくは，相模）に生まれた日本人で，日本華厳宗の第二祖となった人であり，
東大寺の初代別当の任にあった。
道璿は，唐の僧で，許洲（現在の中国，河南省許昌市）出身の人であり，洛陽の大福先寺で『華
厳経』浄行品に従って修行を重ねていたが，やはり，日本からの遣唐使に随従した留学僧，栄叡と
普照に強く要請されて，来日した。大安寺の西唐院に止住。
「大仏」開眼会の実質的な内容の第一部とも称すべき華厳経講讃法要─四つの声明から成る
「四箇法要」─の「講師」を勤めた隆尊は，森本公誠（東大寺総合文化センター総長，元東大寺
別当，華厳宗管長）の考証によっても，「出身氏族は未詳」となっており，詳細は不明であるけれ
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ども，その人格の高潔さについて，鑑真の弟子，思託が，それを称讃する詩文を残しているので，
やはり，中国出身の唐僧であったかも知れない。
また，同様に，この華厳経講讃法要の「読師」を務めた延福は，金鐘山房時代からの東大寺の僧
侶である。
なお，「大仏」開眼会の実質的な内容の第二部と言うべき「楽舞」のなかで，とくに林邑楽のパ
ートに寄与すること多かった仏哲は，ベトナム人の僧侶であり，前記したように，菩提や道璿とと
もに，遣唐使，多治比広成の招講に応えて，来日していたのであった。林邑とは，インドシナ半島
の南東部に所在したチャム人の王国（champa─占城，占婆─）の漢訳であり，この地域は，
東シナ海からインド洋へと抜ける海上交通の要衝となっていたから，「朱印船」貿易などで，日本
との往来も盛んになるような展開を示す。また，「林邑楽」は，それ自体としては，インド起源の
「天
てんじくがく
竺楽」のなかのひとつの系統と見なされ，わが国では，後に「唐楽」に編入され，広い意味で
の雅楽の一部となって行ったものである。
「大仏」開眼会の当日，前述のように，菩提遷那は四十九歳であり，道璿は五十一歳，そして隆
尊は四十七歳であり，これら「渡来人」を中心とするその実働部隊とも言うべき僧侶たちは，まさ
しく壮年の「働きざかり」の年令であった。
声明は，サンスクリットの‘ S´ravaka’の訳語で，漢訳では「声聞」とされる。元来，インドの
五明（学問の区別）のひとつで，文典，訓古を研究する学問を意味し，そのために，‘sabda-
vidya’（言葉
4 4
についての学問）とも称されていた。後に，経典に節
4
をつけて読誦
4 4
することを指すよ
うになり，とくに，漢訳の「声聞」には，「釈尊の説法の音声
4 4
を聞いた仏弟子」という意味が含ま
れている。
「大仏」開眼会の際には，「講師」の隆尊と「読師」の延福が，「柄香炉」を手にして入場し，庭
前中央で「大仏」に向かって三礼を済ませ，左右に分かれて高座に上り，左側に隆尊，右側に延福
が，着座した。判りやすく言えば，「講師」の隆尊が指揮者
4 4 4
であり，「読師」の延福がソロイスト
─独唱者
4 4 4
─である。
声明の源流は，古代インドにおけるアーリア人の「バラモン教」の聖典である『ヴェーダ』
（vēda）の賛歌集の朗唱にある。紀元前15世紀から10世紀にかけて，四つの『ヴェーダ』の賛歌集
が成立したけれども，そのなかの『サーマヴェーダ』（sāmavēda）の朗唱法が，その後も伝承され，
‘svalita’（「よく響く」），‘udatta’（「高められた」），‘anudatta’（「高められない」）という三つの
音から成る「三音音階」を形成していた。これが，さらに，「五音音階」へと発達して行ったので
ある。
楽器としては，‘vina’（北インドの揆弦楽器‘bin,been’が変化して，南インドで‘vina’とな
った。「チター」・「シタール」へと連なり，日本の「琵琶」にも通じる），‘bheri’（「鼓」），‘tālam’
（「シンバル」），‘sankh’（「法螺貝」），‘vamsa’（「横笛」）などの楽器が，用いられている。
さて，「大仏」開眼会における「四箇法要」としての声明の具体的な内容は，以下の通りであっ
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た。
＊＊＊
①　「唄
ばい
」
②　「散
さん
華
げ
」
③　「梵
ぼんのん
音」
④　「錫
しゃくじょう
杖」
①「唄」は，今日でも，一般に「梵
ぼんばい
唄」と呼ばれているもので，「講師」の合図に従って，式衆
の10人の僧侶が，「博
は か せ
士」という〈音譜〉にもとづいて，「読む」というより「歌い上げる」かた
ちで進められ，参集者たち一同の心を「安らかに」にし，静めた。
②「散華」は，やはり，10人の僧が多数の花を，─もう少し具体的に言えば，紙製の五色の
蓮華の花弁などを「花
け こ
筥」に盛って，経典を歌唱しながら，周囲にまき散らすこと─散じつゝ，
〈悪鬼〉を退散させる行事である。
③「梵
ぼんのん
音」は，当日は，200人の僧侶による「仏」・「法」・「僧」のいわゆる三宝
4 4
の徳を讃える歌
唱として行われたけれども，もともと，「ぼんおん」と発音され，梵天，すなわち《造物主》であ
るブラフマンの清浄な声に接し，それを聴きとる，という意味であった。これが，後に，ゴータマ
＝シッダールタの音声に接し，それを聞くというかたちに変容し，この文脈で，‘ S´ravaka’の漢
訳語である「声聞」ということばが生まれた。そして，この点の解釈の差異から，周知のように，
「大乗」仏教の立場と「小乗」仏教のそれとの分かれが生じたのである。この場合，「小乗」とは，
衆生済度を忘れて，自己の解脱のみを求めて「声聞」や「縁覚」を位置づける考え方であり，これ
に対して，「大乗」とは，主として，インドの在家仏教徒たちのあいだから生成して来た「小乗」
批判の見地を指しており，そこでは，「法」（すなわち，教典の「真理」）の探究だけでなくて，他
者たちの救済（利他）へと志向する生活のなかでの実践を重視する考え方が，前面に出ることとな
った。
私たちは，コミュニケーション研究の領域に「記号ノリモノ」（‘sign-vehicle’）という概念が存
在することを知っているが，このように，仏教の視座のうちに，「言語」，「音声」，「舞楽」を「乗
りもの」としてとらえる考え方が存在する点は，興味深い。そして，「大乗」仏教と「小乗」仏教
の論争において，前者の修行が「菩薩乗」と呼ばれ，これに対して，後者のそれを「声聞乗」と呼
んだのであった。
④「錫
しゃくじょう
杖」は，やはり，200人の僧侶が錫杖（頭部が錫＝すずで出来ており，それに６個もしく
は12個の小環の付いた杖）の功徳を讃える偈文を歌唱しながら，節目に，その錫杖を振って，大
きな音をたてる行事である。ここでは，錫杖は，「迷界」に居る衆生を，このような〈音〉で，仏
法に覚醒させる「法」具として，用いられているわけである。
私見によれば，この声明
4 4
という「四箇法要」は，「言葉」・「音」─そして，実際には，灯明に
よる「光」─によって会衆の《五感》に訴えながら，特定の「時間」の流れ
4 4
と「空間」の気
4
を，
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〈聖化〉し，そこに《聖》→《俗》ならびに《俗》→《聖》というコミュニケーションの回路を生
み出す《行為》─《関係》の場
4
である。もう少し具体的なイメージが描けるように，私が最近体験
した二つの声明の内容に触れながら，説明を続けて行くことにしたい。
第一の声明は，初秋の午後，一時から三時半にかけて，大きな寺院の会堂で，200人ほどの会衆
を前にして，実施された。真言宗の声明であり，「講師」は僧正，「読師」は僧都であり，合計四人
の僧侶によって，進められた。まだ，陽の高い昼であったけれども，会堂は，漆黒の「闇」ではな
いが，かなりのほの暗い空間である。
やがて，遠くから法螺貝の音が少しずつ近づいて来て，「講師」，「読師」および二人の僧侶の順
で入堂すると，まず，二人の僧侶によって，各所の大・中・小の蝋燭に火が点
とも
され，正面に高壇が
浮かび上がり，その背後に大きな仏画がぼんやりと見えて来る。また，会堂の後
うしろ
正面には，「宝
号」が掲
かか
げられているのが判るようになる。
法螺貝の音がひときわ高くなり，いよいよ開式である。なお，法螺貝は，日本では紀伊半島あた
りから南の海に分布する大型巻貝から作られており，とくに，琉球法螺貝が有名である。声明当日
の説明書には，「法螺の音は，釈迦の説法であるとして聴く者の心の迷いを祓
はら
い，得心を奮い立た
せる釈迦の声である」と，記されている。前述のように，法螺貝はインドでも楽器のひとつとして
用いられており，多分，インド洋もしくは南シナ海に産する大型巻貝を，利用しているのであろう。
さて，声明の内容は，①「洒
し
水
すい
加持」，②「奠供」，③「理趣経」，④「不動讃」，の四つであり，
「大仏」開眼会と同じ，「四箇法要」のかたちをとっている。
①「洒水加持」　僧侶たちの読経を背景としつゝ，「講師」の僧正が梅の木
4 4 4
を用いて「浄めの霊
水」を衆生へ向けて降り注ぎ，説明書の文言を用いて記すならば，「その客間に曼
まん
荼
だ
羅
ら
世界を切り
開く」。読経は，たしかに「高く，美しい」声調で続けられ，とくに，「読師」の僧都の声は，ほと
んど「カストラート」を思わせる高音のテノールで，一応，「四部構成」で低音域も含んでいるよ
うであるが，全体としては，《天の声》を連想させる澄明な
4 4 4
ものであった。
②「奠供」　ここで，読経を続けながら，二人の僧侶によって，「散華」が行なわれた。紙で作ら
れた，色とりどりの，細長い「華」─今，私の手許にある「華」は，長さ10センチメートル，巾
６センチメートル，金色で，表に不動明王が描かれ，裏に寺院の名が記されている─が散布され，
会堂の熱気は一層高まることとなった。
③「理趣経」　正式には『大
だい
楽
らく
金
こん
剛
ごう
不
ふ
空
くう
真
しん
実
じつ
三
さん
摩
ま
耶
や
経
きょう
般
はん
若
にゃ
波
は
羅
ら
密
みつ
理
り
趣
しゅ
品
ぼん
』という名称のかなり長
い経典であり，周知のように，真言宗の法要で，最も重要視されている経典のひとつである。「大
日如来」が金剛薩
さっ
埵
た
の深い瞑想の境地に入って説いた経と言われ，「すべての存在者が，それ自体
で，清浄であること」を，表明しているとされる。楽器は，法螺貝の他に，鉦
しょう
（錫杖の頭部のみの
ような形状）と鼓（「鞨鼓」だったかどうか，定かではない）で，「横笛」はなかったようである。
④「不動讃」　不動明王の功徳を讃える経が読まれたわけであり，この部分が，「梵讃」，「漢讃」
から，さまざまな「和讃」を生成してきた，と思われる。
第二の声明は，春の彼岸に実施された，40人ほどの会衆の前での，比較的小規模のそれである。
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やはり，真言宗の声明で，「講師」と「読師」を含む，同じく四人の僧侶によって，とり行なわれ
た。内容は，「般若心経和讃」と「彼岸会御和讃」の二つであったが，今回は，楽器に，鉦ととも
に，管楽器の「笙
しょう
」が用いられていたのが，私にとっては，新しい「発見」であった。
私たちは，こうして，インドの「五明」のひとつとして始まった声明が，中国を経て，日本に渡
来して，今日，さまざまなかたちでの「和讃」や「御詠歌」として，深く浸透していることを知る
のである。
また，「四箇法要」の形式は，キリスト教（カトリック）の「ミサ」の内容─たとえば，「四旬
節」のそれ─と，相通じるものを有することにも，注意しておきたい。それは，私が，直接，体
験したがぎりでは，①‘Chantd'entrée’，②‘Préparationpēnitentielle’─KYRIEELEISON
（主よ，憐
あわれ
みたまえ）の祈り─③‘ChantdeCommunion’，④‘ExpositionduSaintSacrement’，
という四部の構成を，とっていたのである。
＊＊＊＊
そして，楽器の面から見ても，私が前稿で考察
したキリスト教，「旧約聖書」『詩篇』における「ダビデの歌」で，用いられていた「弦楽器，─
‘twang’「びーん」・「ぶーん」という音を出す弦楽器─と「管楽器」─「横笛」と思われる
─は，おそらくイラン（旧ササン朝ペルシア）東北部から，今回，検討して来ているパミール高
原にかけての，中央アジアの地域で，インドと中国の楽器と，遭遇し，交流していた，と思われる
のである。琵琶や笙の日本的展開には，その一端が含まれているのであろう。
私は，さらに，Idealtypusとしての仏教が，机上の見取り図のように，存在するわけではないこ
とを，強調しておきたい。その一例は，「四天王」─東西南北の四方を守護する四柱の〈神〉様
は，やがて，世界を守護する四神となる─への信仰にもとめられるのであろう。
それらは，『ヴェーダ』以来のインド思想において，「ローカ・パーラ」（loca-pāla）であり，東
方を守護する‘Indra’は仏教の「帝釈天」となり，南方の‘Yama’は仏教の「閻魔」となり，西
方の‘Varuna’は仏教の「水天」となり，北方の‘Kubera’は，同様にして，「毘沙門」となって
いる。しかも，「毘沙門」（これは，また，「多聞天」と同一視される）は，前述の，ヒマラヤ山中，
ブラマプトラ河の源流の「聖なる山」カイラス（Kailāsa）に住んでいるとされ，このような考え
方は，仏教とヒンドゥー教とに，共有されているのであった。大阪市天王寺区所在の四天王寺は，
聖徳太子の建立と伝えられ，東大寺よりもはるかに早く，紀元623年頃，すでにその姿を現わして
いた。
＊　　　　The Conoise Oxford Dictionary（1950,OxfordUniversityPress.）p.566&p.153.
＊＊　　　Longman Modern English Dictionary（1968,BookClubAssociate）p.1131
＊＊＊　　森本公誠，前掲書，390頁。
＊＊＊＊　田中義久『コミュニケーション理論史研究（上）─コミュニオンからコミュニケー
ションへ─』（2000年，勁草書房），346−7頁。
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６
廬舎那「大仏」開眼会の実質的な内容の第二部，「歌舞」の演目は，次の通りである。
①　大
おお
歌
うた
女
め
　大
おお
御
み
儛
まい
大歌は，重要な宮廷の儀礼の際に，「弾琴」を主とした伴奏で歌われる題目であった。当代の職
員令「雅楽寮」条には，「歌師４人，歌人30人，歌女100人，儛師４人，儛生100人」と定められて
いるから，かなり多数の女性合唱団によって歌われた「導入歌」であったろう。
「大御儛」は，五
ご
節
せち
舞
のまい
のことで，天武天皇の時代に作られ，大嘗祭・新嘗祭の豊
とよのあかりのせちえ
明節会に５人の
乙女によって舞われた「国
くに
風
ぶり
」の歌舞である。
②　久米儛
神武天皇の「東征」の際に久米氏が舞ったという起原から，この名称が付けられているわけであ
るが，もともと，代々の天皇の警護を掌って来た大伴・佐伯の両氏が弾琴・持刀で舞うのが慣例と
なっていた。通常，琴２人，舞８人，あわせて10人で演じられるものが，この時には，両氏族の
氏人，40人という多人数の歌舞となった。
③　楯伏儛
　甲
かぶと
を着用し，刀と楯を持って舞う武人の踊りで，当日は，檜
ひのくま
前忌寸一族と土師宿禰一族の各々
20人ずつで，演じられた。
ここまでは，日本古来の「歌舞」の演目であったけれども，次の演目から，外来のそれに移る。
④　女
おんなあやのあらればしり
漢 躍 歌　
これは，左右120人の女性舞踏団によって演じられた「踏歌」である。「踏歌」とは，足を踏み
ならし，調子をとりながら，歌を唱する宮廷芸能であり，持統天皇七年，正月十六日，「漢
あや
人
ひと
等，
踏
あらればしり
歌を奏する」という記録を嚆矢とする。したがって，元来，渡来系の人びとによって始められ
たものが，奈良時代に，次第に女性中心の華やかな踊りとして，盛んになった「歌舞」である。歌
頭の女
にょ
嬬
じゅ
忍
お し ぬ み の い た す
海伊太須と錦
にしこりのかわち
部河内を筆頭として，60人ずつの舞人たちが，二列に分れて，足踏みを
しながら，「天平」・「太平」と掛け声を交わし合い，曲の終わりに「万年 阿
あ
良
ら
礼
れ
」という
「繰
リ フ レ イ ン
り返し」が付くことから，「あらればしり」と呼ばれるようになった。〈走る〉というのは，跳
とぶ
子
こ
の「跳んだりはねたり」するダイナミックな踊りを表現したもので，開眼会にふさわしい「喜
び」を身体表現したのであろう。
⑤　唐古楽，唐散楽，唐中楽，唐女儛
当時，雅楽寮には，大唐楽を担当する「雑
ぞう
楽
がく
生
しょう
」が39人，存在していた。
唐楽は，「左
さ
舞
まい
」と呼ばれ，これまで述べて来た事柄とも相通じるように，遠く，ペルシァ，中
央アジア，インドの地域で生まれた「歌舞」が，中国でさらに展開した後に，わが国に移入された
ものであって，よく知られている「蘭
らん
陵
りょう
王
おう
」や「万
まん
歳
ざいい
楽
らく
」などの曲目が，その代表例である。
伴奏は，管楽器（龍笛，篳
ひちりき
篥，笙），打楽器（太鼓，鉦
しょう
鼓
こ
，鞨
がっ
鼓
こ
）のいわゆる「三管三鼓」を用
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いるのが普通で，特別な場合に，これらに弦楽器（琵琶，箏
そう
）が加えられた。
なお，舞を伴なわない唐楽の代表例が「越
え
天
てん
楽
らく
」である。
⑥　林
りん
邑
ゆう
楽
前述のベトナム僧，仏哲のもたらした楽舞で，『東大寺要録』によれば，「菩薩」や「抜頭」など
の雅楽の舞も，仏哲が伝習したものである。
⑦　高
こ
麗
ま
楽
がく
これは，朝鮮半島の高句麗から伝来した楽舞で，それまで，主として「山
やま
背
しろ
」に住んでいた高句
麗系渡来人によって継承されていたようである。天平十五年（743年）七月十三日付の『正倉院文
書』「高麗楽貢文」には，官人１人，師２人を含む，高麗楽人25人の記録，が見出される。このよ
うな人びとが，当日，四儛と女楽を，担当したわけであった。
高麗楽は，唐楽との対比において，「右舞」と呼ばれ，「陪
ばい
臚
ろ
」や「還
げん
城
じょう
楽
らく
」などの代表的な曲
目を有する。
伴奏には，笙が用いられず，鞨鼓の代りに「三
さん
の鼓
つづみ
」（細腰鼓の一種。台を用いず，右手に持っ
た桴
ばち
で打つ）を使う。
高麗楽の場合，音楽だけを，単独で，演奏することは，まず，見られなかった。
さて，この第二部では，これらの「歌舞」とともに，「伎楽」（「妓楽」とも言う）が演じられた。
これは，前記したように「無言仮面舞踏劇」の一種で，当日，皇族の「船
ふね
王」や「大
おお
市
ち
王」を含む
四人の楽頭の指揮のもと，四楽隊編成で，獅子，獅子児，治
ち
道
どう
，呉公，金剛，迦
か
楼
る
羅
ら
，崑
こん
崙
ろん
，呉女，
力士，波蘿門，太孤父，太孤児，酔胡王，酔胡従などの「仮面」をかぶった演者たちが，ぞろぞろ
と面白おかしく行進しながら登場し，正面舞台で，さまざまな演技を披露した。伴奏には，笛，腰
鼓，銅拍子の三種が用いられた。
この「伎楽」に用いられた「仮面」や衣裳の多くは，正倉院と東大寺に保存されている。しばし
ば語られるように，「酔胡従」の仮面は，大きな鼻が特徴的であり，「胡」の人─中国から見て
「異民族」の人─の顔とされ，イラン人の相貌に近い。また，「呉公」・「呉女」の呉
4
は，言うまで
もなく，三国時代の呉（中国の中・南部に勢力を張り，北部の魏，西部の蜀，に対抗した）のこと
であり，「崑論」は，通常チベットに所在する大山脈を意味するけどれも，この唐・宋の時代には，
林邑と同じであり，ベトナム南部の地域を指していた。
和辻哲郎は，「大仏」開眼会，第二部，のこのような内容について，みずからの‘imagination’
を大らかに飛翔させながら，述懐する。
彼は，「菩薩
4 4
（菩提
4 4
のまちがい─田中補注）あるいは仏哲
4 4
がインドの舞曲，菩薩舞菩薩部侶抜
頭楽の類を伝え，開眼大会の時に演ぜられて来集貴賤を感嘆せしめた」と記した上で，まず，次の
ように言う。
＊
「抜頭舞はベーダの神話にあるペドュ（Pedu）王蛇退治の物語を材料としたもので，抜頭はペド
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ュの音訳であるか，あるいは王がアスヴィンの神からもらった名高い殺蛇の白馬（馬はパイドュ　
Paidu）の音訳であろう…」また，これに，足利時代末にできた舞曲口伝には，「この曲は天竺の楽
なり。バラモン伝来なり。一説。沙門仏哲これを伝う。唐招提寺にありと言う。また后嫉妬の貎と
いう」と，書き添えている。
次いで，按摩舞について，和辻は記す。「按摩舞の按摩はAmmaすなわち母の義で，シヴァ神の
配ドゥルガを意味し，按摩舞はシヴァとドゥルガとが宴飲して酔歓をつくすさまを現わすのだそう
である」。そして，「古楽。面あり。深重の口伝あり。この曲は承知御門御時（孝謙女帝崩より六七
十後），勅を奉じて大戸清上これを作る。但し新製にあらず。その詞を改直せしなり。陰陽地鎮曲
といふ」の舞曲口伝の説明を，引いている。
和辻によれば，「あの伎楽面のどれかがペドュ王である，どれかが竜王である。またどれかが偉
大なる陽神シヴァであり，偉大なる母ドゥルガである。そうしてこれらの仮面をかぶった役者が，
あるいは竜馬格闘の状を，あるいは男女酔歓の状を演出したのである。」
私たちは，さらに，『大唐西域記』「屈支（亀茲）国」の条に，「管絃伎楽特善
二
諸国
一
」と記され，
腰鼓仮面
4 4 4 4
の類が六朝以前の中国には存在していなかったという事実を，教えられることになる。そ
して，和辻は，「林邑楽は南から海を伝って来たインド楽であるから，それとならべられている呉
楽は西から陸を伝って来た西域楽でなくてはならない」と，断言するのである。
＊＊
和辻哲郎がこのように「伎楽」の源流に思いを馳せたのは，日本の《民衆芸能》の起原のひとつ
として，最初，「呉楽」を家業としていた大和，城下郡杜戸村の楽戸
4 4
から，その後，「新猿楽」が生
成しているという事実へと，連接するからであった。この点は，猿楽，田楽から能にまで至る「仮
面」の伝統との結びつきという意味でも重要であり，杜戸村の楽戸
4 4
たちは，「雅楽寮」の左右の楽
部に家業（「呉楽」）を譲った後，なお，鼓・笛を用いて，散楽
4 4
を行なっていたのである。散楽
4 4
は，
わが国古来の道化戯である「散
さんこう
更」と唐の道化戯である「散楽」の混和したもので，それが，音便
と連想の両面から，「猿楽」へと転訛した，と考えられている。
『新猿楽記』や『栄華物語』（とくに「御裳着の巻」）には，このような「猿楽」と「田楽」との
関連についての記述も見出され，往古の「田儛
4 4
」という，農民たちのあいだに生成していた快活な
舞踏とのつながりまで，仄
ほの
かに見えて来るけれども，ここでは，これ以上踏み込むことはしない。
紀元593年，大阪に四天王寺を建てた聖徳太子は，604年，「十七条憲法」を制定し，日本全土に，
「和を以て貴しとし」（一条），「篤く三宝（仏・法・僧）を敬う」（二条）よう，発布した。これに
続く，701年の文武天皇による「太宝律令」の完成（702年，施行）─前記したように，文武天
皇は，聖武天皇の父親であった。─，および，本稿で詳細に辿って来た，749−52年の聖武天皇
による東大寺「大仏」の建立，このような一連の流れは，私見によれば，わが国が体験した《文明
開化》の「第一波」にほかならなかった。
もともと，廬舎那「大仏」は，『華厳教』の教主，毘
び
廬
る
遮
しゃ
那
な
仏
ぶつ
を，具体化したものであった。毘
廬遮那仏は，「華厳経」ならびに「梵網経」によれば，「万徳円満」の報身仏─「法身」の永遠性
と「応身」の具体性とを統一したもので，過去の修行によって成就した，完全で，理想的な，「仏」
18
のありよう
4 4 4 4
とされる。浄土教における「阿弥陀仏」も，これのひとつの例である─であって，大
きな蓮華の台に安坐し，この蓮華に「一千弁」が散開しており，それぞれの蓮弁上に「釈迦」が坐
する─葉上の「千釈迦」─と，考えられていた。
したがって，聖武天皇にとって，東大寺を総国分寺として，日本全土に国分寺・国分尼寺の体制
を布いたのは，まさしく，この「一千弁」の具体化なのであった。それは，「半国家」＝「族長国
家」の段階から，幼弱ではありながら，ともかく「律令制的官僚制による古代国家」の段階への移
行を企図していた文武・聖武両天皇とその支配層にとって，「仏教」の力を借りた，《国家》として
のイデオロギー的統合を確保し，実現するための《文化装置》だった，と言うべきであろう。その
ような意味で，「大仏」開眼会は，まさしく，国家事業として展開された一大「文化イベント」だ
ったのであり，その「コンテンツ」がそれぞれの地域における「文化センター」としての国分寺・
国分尼寺のネットワークを通じて，広く流布されて行った，と考えられるのである。
あらためて言えば，毘廬遮那仏とは，サンスクリットの‘vairocana’であり，漢訳では，「遍照」，
「光明遍照」などと訳され，語源的には，「太陽に属するもの」もしくは「太陽の子」という意味で
ある。その起原は，古代インドの神‘Asura’や古代ペルシァのゾロアスター教の最高神‘Ahura
Mazda’に，求められている。また，真言宗が依用する『大日経』，『金剛頂経』の教主である大日
如来は，正確には，「摩訶毘廬遮那如来」であり，これまで述べて来ている『華厳経』の毘廬遮那
仏の視座なしには，成立しえない「仏」であるだろう。
私自身は，東大寺「大仏」開眼会の実質的内容を成す「声明」と「歌舞」について，上掲のよう
なシェーマにもとづいて，考察を深めたいと願っている。
＊＊＊
第１図のなかのＤ'｛Ｃ［Ｂ（ ）］｝および｛Ｃ［Ｂ（Ａ）］｝Ｄは，社会諸関係の重層構造としての「社
会構成体」の模式化であり，いずれ，本稿でも，「社会諸関係の《物象化》」を考察する際に，詳細
に論じられるであろう。本稿では，《sense》─《significance》─《meaning》という「感覚と
《現在》
《過去》
《signiﬁcance》
《sense》
《meaning》
《meaning》Meaning
《未来》Meaning
D’｛ C［ B（　）］ ｝ ｛ C［B（A）］｝D
??
??
???
?
??
?
第１図　感覚と意味の回路
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意味の回路」こそが，「声明」と「歌舞」への関わりにおいて，焦点化されなければならない。
私にとって，「声明」の「四箇法要」を体験するということは，直接的には，結界を張られ，荘
しょう
厳
ごん
された，〈時間〉・〈空間〉のなかで，みずからの身
4
・口
4
・意
4
の浄化へと志向し，より本質的には，
日常生活における諸「感覚」（‘senses’）から，それらの積分とメタモルフォーゼとによる，なん
らかの「価値」（‘meanings’→‘Meaning’＝‘Value’）への，《上向》のコミュニケーション行
為を，実践することであった。
また，私にとって，「舞踊」とは，身体から発せられる，無言の《声》にほかならない。東大寺
の「大仏」開眼会の第二部において，多くの「儛人」たちは，さまざまな「楽」の音に合わせて，
あるいは，乗せて，彼ら一人ひとりの「身体」の《声》を発し，それによって，「語り」・「歌っ
て」いたのである。
この時の「大仏」開眼会は，もとより，「華厳宗」の仏教儀礼のかたちで執り行われたけれども，
それを主導した菩提というインドの人，仏哲というベトナムの人を含めて，参会したコミュニケー
ション主体の人びとは，「仏教」と一
ひと
括
くく
りにするには，あまりにも豊かな，多様な《声》を発し，
《歌》を舞い，《彩りに満ちた，生々しい価値》を，体現していた，と言うべきであろう。彼らは，
そのコミュニケーション行為を通じて，《過去》からの‘Meaning’（「価値」）に身をあずけつゝ，
今度は，彼ら自身の《sense》→《significance》→《meaning》という「内的自然」の上向
4 4
の過程
の結果として，《未来》の新しい‘Meaning’（「価値」）を発酵させ，生成させつゝあったのである。
（以下続稿）
＊　　　和辻哲郎，前掲書，68−9頁。
＊＊　　同上書，69頁。
＊＊＊　田中義久『社会関係の理論』（2009年，東京大学出版会），352頁。
